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Ⅱ 調査結果の概要 

１ 配偶者暴力防止法についての認知 

（１）配偶者暴力防止法の認知度 

「配偶者暴力防止法」について知っているか聞いたところ、全体で「法律があることも、その内

容も知っている」という人は 23.0％、「法律があることは知っているが、内容はよく知らない」と

いう人が 66.0％であり、「法律を知っている」という人は９割近くを占めている。（図 1-1-1） 

 

問１ あなたは、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（配偶者暴力防止法）」

を知っていますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。（○は１つ） 

（この法律は、配偶者からの暴力（ＤＶ：ドメスティック・バイオレンス）に関する相談などの体 

制を整備することにより、配偶者からの暴力を防止し、被害者の保護を図るものです。） 

 図 1－1－1 配偶者暴力防止法の認知度 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

28.5 

19.0 

23.0 

61.9

69.2

66.0

7.7

10.1

9.3

1.9

1.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=375人

女性 n=564人

総数 n=961人

法律があることも

その内容も知っている

法律があることは知っているが、

内容はよく知らない

法律があることも

その内容も知らなかった

無回答
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性・年齢階級別にみると、「法律があることも、その内容も知っている」は、男女とも年齢階級が

高くなるほど多くなる傾向にある。（図 1-1-2、図 1-1-3） 

 

図 1－1－2 配偶者暴力防止法の認知度（性・年齢階級別）【女性】 

 

図 1－1－3 配偶者暴力防止法の認知度（性・年齢階級別）【男性】 

*年齢について無回答の人がいるためｎの合計は男性合計（375人）と一致しない。 

30.1 

18.5 

20.2 

10.8 

10.9 

10.3 

57.7

72.2

69.3

74.5

79.4

74.4

8.6

7.4

9.7

12.8

9.8

15.4

3.7

1.9

0.9

2.0

-

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳以上 n=163人

60～64歳 n=  54人

50～59歳 n=114人

40～49歳 n=102人

30～39歳 n=  92人

20～29歳 n= 39人

【女性】

法律があることも

その内容も知っている

法律があることは知っているが、

内容はよく知らない

法律があることも

その内容も知らなかった

無回答

33.8 

30.6 

27.0 

25.5 

26.2 

13.8 

58.1

63.3

66.7

61.8

59.5

72.4

5.2

4.1

4.8

12.7

14.3

13.8

2.9

2.0

1.6

-

-

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳以上 n=136人

60～64歳 n= 49人

50～59歳 n= 63人

40～49歳 n= 55人

30～39歳 n= 42人

20～29歳 n= 29人

【男性】

法律があることも

その内容も知っている

法律があることは知っているが、

内容はよく知らない

法律があることも

その内容も知らなかった

無回答
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（２）配偶者からの暴力の相談窓口の周知度 

配偶者からの暴力について相談できる窓口を「知っている」は全体で 43.0％で、「知らない」は

55.3％となっている。（図 1-2-1） 

 

問２ あなたは、配偶者からの暴力について相談できる窓口を知っていますか。あてはまる番号１つ

に○をつけてください。（○は１つ） 

 

図 1－2－1 相談窓口の周知度 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.7 

42.6 

43.0 

54.4

55.7

55.3

1.9

1.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=375人

女性 n=564人

総数 n=961人

知っている 知らない 無回答
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性・年齢階級別にみると、配偶者からの暴力について相談できる窓口を「知っている」と答えた

人は、女性の 30～39 歳で 53.3％と高く、男性の 20～29 歳で 24.1％と低くなっている。（図 1-2-2、

図 1-2-3） 

 

図 1－2－2 相談窓口の周知度（性・年齢階級別）【女性】 

 

図 1－2－3 相談窓口の周知度（性・年齢階級別）【男性】 

*年齢について無回答の人がいるためｎの合計は男性合計（375人）と一致しない。 

39.9 

31.5 

44.7 

38.2 

53.3 

48.7 

55.2

66.7

55.3

60.8

46.7

51.3

4.9

1.9

-

1.0

-

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳以上 n=163人

60～64歳 n = 54人

50～59歳 n=114人

40～49歳 n=102人

30～39歳 n = 92人

20～29歳 n = 39人

【女性】

知っている 知らない 無回答

50.7 

44.9 

42.9 

43.6 

35.7 

24.1 

45.6

53.1

57.1

56.4

64.3

75.9

3.7

2.0

-

-

-

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳以上 n=136人

60～64歳 n = 49人

50～59歳 n = 63人

40～49歳 n = 55人

30～39歳 n = 42人

20～29歳 n = 29人

【男性】

知っている 知らない 無回答
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２ 夫婦間での行為についての暴力としての認識 

15 項目の行為をあげて、それが夫婦間で行われた場合に「暴力」にあたると思うかの意識を聞い

た。この調査における「夫婦」には、婚姻届を出していない事実婚や別居中の夫婦も含まれている。 

「どんな場合でも暴力にあたると思う」と考える人が多いのは、“身体を傷つける可能性のある物

でなぐる”（96.5％）と“刃物などを突きつけて、おどす”（95.5％）で、９割以上の人が暴力にあ

たると認識している。 

また、“足でける”（87.8％）、“いやがっているのに性的な行為を強要する”（82.3％）は８割以上

の人が「暴力にあたると思う」と考えている。 

一方、「暴力にあたるとは思わない」は、“他の異性との会話を許さない”（16.2％）、“何を言って

も長期間無視し続ける”（10.6％）、が１割を超えている。（図 2-1-1） 

 

問３ あなたは、次のようなことが夫婦の間で行われた場合、それを暴力だと思いますか。Ａ～Ｏの

それぞれについて、「１」から「３」のうちあなたの考えに近い番号に○をつけてください。な

お、ここでの「夫婦」には、婚姻届を出していない事実婚や別居中の夫婦も含みます。 

（○はそれぞれ１つずつ） 
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図 2－1－1 夫婦間での行為についての暴力としての認識 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

 

 

 

68.1 

82.3 

71.3 

76.4 

69.8 

66.4 

57.3 

53.1 

46.9 

44.0 

95.5 

61.9 

96.5 

87.8 

70.8 

23.9

13.8

21.0

17.9

21.1

25.7

31.8

34.8

35.1

46.0

2.2

31.1

1.5

10.1

26.4

5.6

2.1

5.6

3.8

7.2

6.6

9.2

10.6

16.2

8.6

0.7

4.9

0.7

0.6

1.4

2.4

1.8

2.1

2.0

1.9

1.4

1.7

1.6

1.8

1.4

1.6

2.1

1.4

1.5

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

O 避 妊 に 協 力 し な い

N い や が って い る の に

性 的 な 行 為を強要する

M 家 族 や 友 人 と の

関 わ り を 持 たせ な い

L 職場に行くことを妨害したり、

外 出 先 を 制 限 する

K 家計に必要な生活費を渡さない

J 「誰のおかげで生活できるんだ」

とか「かいしょうなし」と言う

I 交友関係や行先、電話・

メールなどを細かく監視する

H 何を言っても長時間無視し続ける

G 他の異性との会話を許さない

F 大 声 で ど な る

E 刃物などを突き付けておどす

D なぐるふりをしておどす

C 身体を傷つける可能性

の あ る 物 で な ぐ る

B 足 で け る

A 平 手 で 打 つ

n=961人

どんな場合でも

暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も、

そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは

思わない

無回答
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男女別にみると、『暴力にあたる』と認識する行為と、『暴力にあたらない』と認識する行為に

大きな差はみられない。（図 2-1-2） 

図 2－1－2 夫婦間での行為についての暴力としての認識（男女別） 

 

 

 

 

69.2 

82.1 

72.2 

77.5 

69.9 

68.3 

59.2 

53.7 

48.9 

45.9 

94.7 

62.1 

95.6 

86.7 

68.6 

21.8

13.3

19.2

16.3

19.9

22.9

30.0

32.8

34.6

44.3

2.7

29.6

1.6

10.8

28.0

6.2

2.5

6.2

3.9

8.0

7.5

9.2

11.5

14.5

8.5

1.2

5.9

1.2

0.9

1.8

2.8

2.1

2.5

2.3

2.3

1.4

1.6

2.0

2.0

1.2

1.4

2.5

1.6

1.6

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

O 避 妊 に 協 力 し な い

N い や が って い る の に

性 的 な 行 為を強要する

M 家 族 や 友 人 と の

関 わ り を 持 たせ な い

L 職場に行くことを妨害したり、

外 出 先 を 制 限 する

K 家計に必要な生活費を渡さない

J 「誰のおかげで生活できるんだ」

とか「かいしょうなし」と言う

I 交友関係や行先、電話・

メールなどを細かく監視する

H 何を言っても長時間無視し続ける

G 他の異性との会話を許さない

F 大 声 で ど な る

E 刃物などを突き付けておどす

D なぐるふりをしておどす

C 身体を傷つける可能性

の あ る 物 で な ぐ る

B 足 で け る

A 平 手 で 打 つ

女性 n=564人

66.1 

83.2 

70.1 

74.9 

69.6 

63.7 

54.4 

52.0 

43.5 

41.3 

96.8 

62.4 

97.6 

89.6 

75.2 

27.5

14.4

24.0

20.0

23.5

29.3

35.2

37.3

36.3

48.0

1.3

32.8

1.3

8.8

22.7

4.5

1.1

4.3

3.7

5.6

5.6

8.5

9.6

18.7

9.1

-

3.2

-

0.3

0.8

1.9

1.3

1.6

1.3

1.3

1.3

1.9

1.1

1.6

1.6

1.9

1.6

1.1

1.3

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=375人

どんな場合でも

暴力にあたると思う

暴力にあたる場合も、

そうでない場合もあると思う

暴力にあたるとは

思わない

無回答
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３ 配偶者からの被害経験 

（１）これまでの被害経験の有無 

これまでに結婚したことのある人（777 人）に、【注】“身体的暴行”“心理的攻撃”“経済的圧迫”

“性的強要”の４つの行為をあげ、それぞれの行為について、配偶者から被害を受けたことがある

かを聞いた。 

“身体的暴行”“心理的攻撃”“経済的圧迫”“性的強要”のいずれかについて配偶者から被害を受

けたことがある人をまとめると、『あった』が 23.1％となっている（「何度もあった」9.1％と「１，

２度あった」14.0％の計）。 

それぞれの行為について、被害経験が『あった』割合をみると、“身体的暴行”が 16.0％、“心理

的攻撃”が 12.7％、“経済的圧迫”が 5.3％、“性的強要”が 7.1％となっている。（図 3-1-1） 

問５ あなたはこれまでに、あなたの配偶者から次のようなことをされたことがありますか。「①これ 

まで」のＡ～Ｄのそれぞれについて、あてはまる番号に○をつけてください。また、「①これま

で」で「２．１，２度あった」、「３．何度もあった」と回答した方は、「②この１年間」につい

てもお答えください。（○はそれぞれ１つずつ） 

なお、ここでの「配偶者」には、婚姻届を出していない事実婚や別居中の夫婦、元配偶者（離

別・死別した相手、事実婚を解消した相手）も含みます。 

図 3－1－1 配偶者からの被害経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

【注】 

Ａ 身体的暴行：例えば、なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴行。 

Ｂ 心理的攻撃：例えば、人格を否定するような暴言、交友関係や行先、電話・メールなどを細かく監視したり長時

間無視するなどの精神的な嫌がらせ、あるいは、自分もしくは自分の家族に危害が加えられるので

はないかと恐怖を感じるような脅迫。 

Ｃ 経済的圧迫：例えば、生活費を渡さない、貯金を勝手に使われる、外で働くことを妨害されるなど。 

Ｄ 性 的 強 要：例えば、いやがっているのに性的な行為を強要される、見たくないポルノ映像等を見せられる、避 

妊に協力しないなど。 

2.6 

3.1 

5.0 

4.5 

9.1 

4.5

2.2

7.7

11.5

14.0

87.0

89.1

81.9

79.2

72.6

5.9

5.7

5.4

4.9

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

D 性的 強 要

C 経済的圧迫

B 心理的攻撃

A 身体的暴行

配偶者からの

被害経験の有無

n=777人 何度もあった 1，2度あった まったくない 無回答
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配偶者からの被害経験を男女別にみると、被害経験が『あった』（「何度もあった」「１，２度あっ

た」の計）は女性が 29.2％、男性が 13.4％となっている。 

それぞれの行為について、被害経験が『あった』は、“身体的暴行”では女性が 19.6％、男性が

10.1％、“心理的攻撃”では女性が 16.6％、男性が 6.4％、“経済的圧迫”では女性が 7.9％、男性

が 0.6％、“性的強要”では女性が 10.7％、男性が 1.3％となっている。いずれの行為も、女性の方

が被害経験者の割合が高くなっている。（図 3-1-2） 

図 3－1－2 配偶者からの被害経験（男女別） 

 

さらに性・年齢階級別に配偶者からの被害経験をみると、女性の 20 代と 50 代は被害経験が３割

を超えている。（図 3-1-3） 

図 3－1－3 配偶者からの被害経験（性・年齢階級別） 

 

0.3 

0.3 

1.7 

1.7 

3.0 

1.0

0.3

4.7

8.4

10.4

95.7

96.0

90.6

87.6

84.3

3.0

3.3

3.0

2.3

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=299人

何度もあった 1，2度あった まったくない 無回答

3.7 

4.6 

7.2 

6.3 

13.1 

7.0

3.3

9.4

13.3

16.1

81.5

85.0

76.5

74.1

65.4

7.8

7.2

7.0

6.3

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

D 性的強要

C 経済的圧迫

B 心理的攻撃

A 身体的暴行

配偶者からの

被害経験の有無

女性 n=459人

何度もあった 1，2度あった まったくない 無回答

4.0

-

1.9

2.4

6.3

-

10.5

4.6

9.4

16.7

12.5

-

82.3

93.2

86.8

81.0

78.1

100.0

3.2

2.3

1.9

-

3.1

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳以上 n=124人

60～64歳 n= 44人

50～59歳 n= 53人

40～49歳 n= 42人

30～39歳 n= 32人

20～29歳 n=  4人

【男性】

何度もあった 1，2度あった まったくない 無回答

15.5 

10.2 

15.6 

11.2 

8.8 

11.1 

14.2

18.4

19.8

16.9

11.8

22.2

58.8

65.3

60.4

70.8

79.4

66.7

11.5

6.1

4.2

1.1

-

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳以上 n=148人

60～64歳 n= 49人

50～59歳 n= 96人

40～49歳 n= 89人

30～39歳 n= 68人

20～29歳 n=  9人

【女性】

何度もあった 1，2度あった まったくない 無回答
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配偶者からこれまでに被害を受けたことがある人（180 人）について、配偶者から受けた“身体

的暴行”“心理的攻撃”“経済的圧迫”“性的強要”の被害をみると、重複した被害を受けている人は

50.0％となっている。男女別にみると、女性が 54.5％、男性が 32.5％となっている。（表 3-1-1） 

 

表 3－1－1 配偶者からの被害の重複 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（配偶者からこれまでに被害を受けたことがある人） （％）

総数 女 男

（n） 180人 134人 40人

重複あり 50.0 54.5 32.5

身体的暴行と心理的攻撃 14.4 11.9 22.5

身体的暴行と経済的圧迫 3.9 3.7 2.5

身体的暴行と性的強要 5.0 6.7 -

心理的攻撃と経済的圧迫 2.2 3.0 -

心理的攻撃と性的強要 2.2 2.2 2.5

経済的圧迫と性的強要 1.7 2.2 -

身体的暴行・心理的攻撃・経済的圧迫 2.8 3.7 -

身体的暴行・心理的攻撃・性的強要 7.8 9.0 5.0

身体的暴行・経済的圧迫・性的強要 0.6 0.8 -

心理的攻撃・経済的圧迫・性的強要 2.8 3.0 -

身体的暴行・心理的攻撃・経済的圧迫・性的強要 6.7 8.2 -

重複なし 50.0 45.5 67.5

身体的暴行のみ 27.8 23.1 45.0

心理的攻撃のみ 16.1 15.7 17.5

経済的圧迫のみ 2.2 2.2 2.5

性的強要のみ 3.9 4.5 2.5
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（２）過去 1 年以内の配偶者からの被害経験 

配偶者からこれまでに被害を受けたことがある人に、この１年間にしぼって【注】“身体的暴行”“心

理的攻撃”“経済的圧迫”“性的強要”の４つの行為をあげ、それぞれの行為ついて被害状況を聞い

た。 

これまでに“身体的暴行”、“心理的攻撃”、“経済的圧迫”、“性的強要”のいずれかについて配偶

者から被害を受けたことがある人（180 人）に、この１年間に被害を受けたことがある人をまとめ

ると、『あった』（「何度もあった」「１，２度あった」の計）が 35.0％となっている。 

「この１年間にあった」という人を行為別にみると、“身体的暴行”を受けたことがある人（124

人）は 15.3％、“心理的攻撃”を受けたことがある人（99 人）は 49.5％、“経済的圧迫”を受けた

ことがある人（41人）は 31.7％、“性的強要”を受けたことがある人（55人）は 21.8％となってい

る。（図 3-2-1） 

 

図 3－2－1 配偶者からの被害経験 －この１年間－ 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

【注】 

Ａ 身体的暴行：例えば、なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴行。 

Ｂ 心理的攻撃：例えば、人格を否定するような暴言、交友関係や行先、電話・メールなどを細かく監視したり長時

間無視するなどの精神的な嫌がらせ、あるいは、自分もしくは自分の家族に危害が加えられるので

はないかと恐怖を感じるような脅迫。 

Ｃ 経済的圧迫：例えば、生活費を渡さない、貯金を勝手に使われる、外で働くことを妨害されるなど。 

Ｄ 性 的 強 要：例えば、いやがっているのに性的な行為を強要される、見たくないポルノ映像等を見せられる、避

妊に協力しないなど。 

 

 

 

 

 

3.6 

12.2 

17.2 

1.6 

13.3 

18.2

19.5

32.3

13.7

21.7

47.3

43.9

38.4

66.1

51.1

30.9

24.4

12.1

18.6

13.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

D 性的 強要 n=  55人

C 経済的圧迫 n=  41人

B 心理的攻撃 n=  99人

A 身体的暴行 n=124人

配偶者からの

被害経験の有無 n=180人

何度もあった 1，2度あった まったくない 無回答
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この１年間の被害経験を男女別にみると、いずれかの被害をこの１年間に受けた人は女性で 33.6

％、男性では 35.0％となっている。（図 3-2-2） 

図 3－2－2 配偶者からの被害経験 － この１年間（男女別）－ 

 

 

この１年間の被害経験を性・年齢階級別にみると、いずれかの被害をこの１年間に受けた人の割

合は、女性では 20代、30代で高くなっている。（図 3-2-3） 

 

図 3－2－3 配偶者からの被害経験 － この１年間（性・年齢階級別）－ 

 

 

 

 

15.9 

7.1 

14.7 

4.0 

21.4 

33.3 

9.1

28.6

14.7

28.0

35.7

66.7

43.2

57.1

58.8

52.0

42.9

-

31.8

7.1

11.8

16.0

-

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳以上 n=44人

60～64歳 n=14人

50～59歳 n=34人

40～49歳 n=25人

30～39歳 n=14人

20～29歳 n=  3人

【女性】

何度もあった 1，2度あった まったくない 無回答

16.7

-

-

12.5

16.7

-

11.1

50.0

-

37.5

50.0

-

61.1

50.0

100.0

50.0

33.3

-

11.1

-

-

-

-

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳以上n=18人

60～64歳 n=2人

50～59歳 n=6人

40～49歳 n=8人

30～39歳 n=6人

20～29歳 n=0人

【男性】

何度もあった 1，2度あった まったくない 無回答

25.0

50.0

15.8

-

12.5

50.0

-

26.3

16.7

22.5

-

50.0

52.6

76.7

60.0

25.0

-

5.3

6.7

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

D 性的強要

n=4人

C 経済的圧迫

n=2人

B 心理的攻撃

n=19人

A 身体的暴行

n=30人

配偶者からの

被害経験の有無

n=40人

【男性】
何度もあった 1，2度あった まったくない 無回答

2.0 

8.3 

18.4 

2.2 

13.4 

16.3

22.2

32.9

12.2

20.2

49.0

41.7

34.2

62.2

49.3

32.7

27.8

14.5

23.3

17.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

D 性的強要

n=49人

C 経済的圧迫

n=36人

B 心理的攻撃

n=76人

A 身体的暴行

n=90人

配偶者からの

被害経験の有無

n=134人

【女性】
何度もあった 1，2度あった まったくない 無回答
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配偶者からこの１年間に被害を受けたことがある人（63人）について、配偶者から受けた“身

体的暴行”“心理的攻撃”“経済的圧迫”“性的強要”の被害をみると、重複した被害を受けている

人は34.9％となっている。男女別にみると、女性が42.2％、男性が21.4％となっている。（表3-2-1） 

 

表 3－2－1 配偶者からの被害の重複 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

 

 

 

 

（この1年間に配偶者からこれまでに被害を受けたことがある人） （％）

総数 女 男

（n） 63人 45人 14人

重複あり 34.9 42.2 21.4

身体的暴行と心理的攻撃 14.3 15.6 14.3

身体的暴行と経済的圧迫 - - -

身体的暴行と性的強要 1.6 2.2 -

心理的攻撃と経済的圧迫 3.2 4.4 -

心理的攻撃と性的強要 3.2 2.2 7.1

経済的圧迫と性的強要 - - -

身体的暴行・心理的攻撃・経済的圧迫 1.6 2.2 -

身体的暴行・心理的攻撃・性的強要 4.8 6.7 -

身体的暴行・経済的圧迫・性的強要 - - -

心理的攻撃・経済的圧迫・性的強要 6.4 8.9 -

身体的暴行・心理的攻撃・経済的圧迫・性的強要 - - -

重複なし 65.1 57.8 78.6

身体的暴行のみ 7.9 2.2 21.4

心理的攻撃のみ 44.4 46.7 35.7

経済的圧迫のみ 9.5 8.9 7.1

性的強要のみ 3.2 - 14.3
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（３）配偶者からの被害の相談先 

配偶者から何らかの被害を受けたことがあった人（180 人）に、被害について、誰かに打ち明け

たり、相談したりしたかを聞き、いずれかの相談先を回答した人の計を『相談した』としてまとめ

た。 

『相談した』は全体で 44.4％、女性は 49.3％、男性は 22.5％となっている。（図 3-3-1） 

 

【問５「①これまで」のＡ～Ｄのうち１つでも「２．１，２度あった」「３．何度もあった」と答え

た方にお聞きします】 

問６ あなたはこれまでに、あなたの配偶者から受けたそのような行為について、だれかに打ち明け

たり、相談したりしましたか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

図 3－3－1 配偶者からの被害の相談の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.5 

49.3 

44.4 

62.5

45.5

47.8

15.0

5.2

7.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=  40人

女性 n=134人

総数 n=180人

相談した 相談しなかった 無回答
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相談先をみると、全体で「家族や親戚に相談した」が 27.2％と最も多く、「友人・知人に相談し

た」が 26.7％となっている。 

男女別にみても、男女とも「家族や親戚に相談した」と「友人・知人に相談した」が多くなって

いる。（図 3-3-2） 

 

図 3－3－2 配偶者からの被害の相談先（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

 

 

 

   

 

 

 

3.3 

2.2 

0.6 

0.6 

1.1 

0.6 

0.6 

27.2 

26.7 

2.2 

47.8 

7.8 

3.0 

3.0 

0.8 

-

1.5 

0.8 

0.8 

32.1 

29.1 

2.2 

45.5 

5.2 

-

-

-

2.5 

-

-

-

12.5 

15.0 

2.5 

62.5 

15.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者暴力相談支援センター（女性相

談所）、男女共同参画センター等

警察

法務局・地方法務局、人権擁護委員

上記（１～３）以外の公的な機関

民間の専門家や専門機関

（弁護士、カウンセラーなど）

医療関係者（医師、看護師など）

学校関係者（教員、養護教諭、

スクールカウンセラーなど）

家族や親戚

友人・知人

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった

無回答

総数 n=180人

M.T=120.6％

女性 n=134人

M.T=123.9％

男性 n=40人

M.T=110.0％
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（４）相談しなかった理由 

配偶者から受けた被害について、どこ（だれ）にも相談しなかった人（86人）に、相談しなか

った理由を聞いたところ、全体で「相談するほどのことではないと思ったから」が 53.5％と最も

多く、次いで「自分にも悪いところがあると思ったから」が 38.4％、「自分さえがまんすれば、

なんとかこのままやっていけると思ったから」が 27.9％などとなっている。（図 3-4-1） 

 

問７ どこ（だれ）にも相談しなかったのは、なぜですか。あてはまる番号すべてに○をつけてくだ

さい。（○はいくつでも） 

図 3－4－1 相談しなかった理由（複数回答） 

  

 

3.5 

14.0 

18.6 

9.3 

3.5 

3.5 

27.9 

10.5 

9.3 

5.8 

4.7 

38.4 

5.8 

53.5 

3.5 

2.3 

3.3 

16.4 

24.6 

9.8 

4.9 

4.9 

32.8 

14.8 

9.8 

8.2 

4.9 

37.7 

6.6 

45.9 

3.3 

1.6 

4.0 

8.0 

4.0 

8.0 

-

-

16.0 

-

8.0 

-

4.0 

40.0 

4.0 

72.0 

4.0 

4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どこ（だれ）に相談してよいのかわからなかったから

恥ずかしくてだれにも言えなかったから

相談してもむだだと思ったから

自分が受けている行為がＤＶとは

認識していなかったから

相手の仕返しが怖かったから

相談相手の言動で不快な思いをさせられると思ったから

自分さえがまんすればなんとかこのまま

やっていけると思ったから

世間体が悪いと思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

他人に知られるとこれまでどおりの

つき合いができなくなるから

そのことについて思い出したくなかったから

自分にも悪いところがあると思ったから

相手の行為は愛情の表現だと思ったから

相談するほどのことではないと思ったから

その他

無回答

総数 n=86人

M.T=214.0％

女性 n=61人

M.T=229.5％

男性 n=25人

M.T=176.0％
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（５）配偶者から被害を受けたときの行動 

これまでに配偶者から何らかの被害を受けたことのある人（180人）に、その行為を受けたとき、

相手との関係をどうしたのかを聞いたところ、全体で「相手と別れた」が 18.3％、「別れたい（別

れよう）と思ったが、別れなかった」が 43.9％、「別れたい（別れよう）とは思わなかった」が 30.6

％となっている。 

男女別にみると、女性は、「別れたい（別れよう）と思ったが、別れなかった」（女性 47.8％、男

性 32.5％）が最も多く、男性は、「別れたい（別れよう）とは思わなかった」（女性 25.4％、男性

52.5％）が多くなっている。（図 3-5-1） 

 

問８ あなたは、あなたの配偶者からそのような行為を受けたとき、どうしましたか。あてはまる番

号１つに○をつけてください。（○は１つ） 

図 3－5－1 配偶者から被害を受けたときの行動 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.0 

20.9 

18.3 

32.5

47.8

43.9

52.5

25.4

30.6

10.0

6.0

7.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=  40人

女性 n=134人

総数 n=180人

相手と別れた 別れたい（別れよう）と思ったが、

別れなかった

別れたい（別れよう）とは

思わなかった

無回答
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3.8 

49.4 

20.3 

12.7 

12.7 

8.9 

12.7 

27.9 

3.8 

46.8 

1.3 

4.7 

57.8 

18.8 

12.5 

12.5 

10.9 

14.1 

25.0 

4.7 

45.3 

1.6 

-

7.7 

30.8 

15.4 

7.7 

-

7.7 

38.5 

-

46.2 

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相手の仕返しが怖かったから

経済的な不安があったから

世間体が悪いと思ったから

相手には自分が必要だと思ったから

これ以上は繰り返されないと思ったから

周囲から別れることに反対されたから

相手が別れることに同意しなかったから

相手が変わってくれるかもしれないと思ったから

その他

子どもがいるから、子どものことを考えたから

無回答

総数 n=79人

M.T=200.0％

女性 n=64人

M.T=207.8％

男性 n=13人

M.T=153.8％

（６）配偶者と別れなかった理由 

配偶者から何らかの被害を受けたとき、相手と「別れたい（別れよう）と思ったが、別れなかっ

た」という人（79人）に別れなかった理由を聞いたところ、全体で「経済的な不安があったから」

が 49.4％と最も多く、次いで「子どもがいるから、子どものことを考えたから」が 46.8％などとな

っている。 

男女別にみると、女性では「経済的な不安があったから」（57.8％）が最も多く、次いで「子ども

がいるから、子どものことを考えたから」（45.3％）、男性は「子どもがいるから、子どものことを

考えたから」（46.2％）が最も多く、「相手が変わってくれるかもしれないと思ったから」（38.5％）、

「世間体が悪いと思ったから」（30.8％）などが多くなっている。（図 3-6-1） 

 

【問８で「２．別れたい（別れよう）と思ったが、別れなかった」と答えた方にお聞きします。 

問９ あなたが、相手と別れなかった理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。

（○はいくつでも） 

図 3－6－1 配偶者と別れなかった理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 
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（７）子どものことが原因で別れなかった理由 

「子どもがいるから、子どものことを考えたから」という理由で相手と別れなかった人（37人）

に、子どものことで相手と別れなかった最も大きな理由を聞いたところ、全体で「子どもをひとり

親にしたくなかったから」が 40.5％と最も多く、次いで「子どもにこれ以上余計な不安や心配をさ

せたくないから」が 24.3％などとなっている。（表 3-7-1） 

また、女性では「養育しながら生活していく自信がなかったから」が 20.7％（男性 0％）となっ

ている。 

 

【問９で「10.子どもがいるから、子どものことを考えたから」に○をつけた方にお聞きします。】 

問 10 あなたが、子どものことで相手と別れなかった最も大きな理由は何ですか。あてはまる番号１

つに○をつけてください。（○は１つ） 

表 3－7－1 子どものことが原因で別れなかった理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

 

 

 

 

 

-

5.4 

5.4 

40.5 

16.2 

-

24.3 

8.1 

-

-

6.9 

6.9 

41.4 

20.7 

-

20.7 

3.5 

-

-

-

-

33.3 

-

-

33.3 

33.3 

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの保育所や学校の問題

子どもと離ればなれになる恐れがあったから

出ていくなら子どもを置いていけと言われたから

子どもをひとり親にしたくなかったから

養育しながら生活していく自信がなかったから

相手と子どもだけで暮らすことになった場合、子ど

もに危害が加えられる恐れがあったから

子どもにこれ以上余計な不安や

心配をさせたくないから

その他

無回答

総数 n=37人

女性 n=29人

男性 n=6人
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（８）子どもの被害経験 

これまでに配偶者から被害を受けたことがあり、子どもがいる人（162 人）に、子どもが配偶者

から被害を受けたことがあるかを聞き、何らかの被害経験を回答した人の計を『あった』としてま

とめた。 

『あった』は 34.0％となっている。（図 3-8-1） 

 

【お子さんがいる方にお聞きします】 

問 11 あなたのお子さんは、配偶者から次のようなことをされたことがありますか。あてはまる番号

すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

図 3－8－1 子どもの被害経験の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの被害経験の内容をみると、全体で「心理的虐待（大声でどなる、無視、存在否定、自尊

心を踏みにじる行為など）」が 29.6％と最も多く、次いで「身体的虐待（なぐったり、けったり、

物を投げつけたり、突き飛ばしたりする）」が 17.3％となっている。（図 3-8-2） 

図 3－8－2 子どもの被害経験（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.3 

29.6 

0.6 

1.2 

4.3 

48.8 

13.0 

18.4 

30.4 

-

1.6 

3.2 

47.2 

13.6 

13.5 

27.0 

2.7 

-

8.1 

54.1 

10.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体的虐待

心理的虐待

性的 虐待

育児放棄、

監護放棄

わからない

まったくない

無 回 答

総数 n=162人

M.T=114.8％

女性 n=125人

M.T=114.4％

男性 n=37人

M.T=116.2％

34.0 

4.3 

48.8 13.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

総数 n=162人

あった（計） わからない まったくない 無回答
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（９）命の危険を感じた経験 

これまでに配偶者から被害を受けたことのある人（180 人）に、その行為によって、命の危険を

感じたことがあるか聞いたところ、全体で、命の危険を「感じた」が 13.9％となっている。 

男女別にみると、命の危険を「感じた」は、女性が 16.4％、男性が 5.0％となっている。（図 3-9-1） 

 

問 12 あなたはこれまでに、あなたの配偶者から受けたそのような行為によって、命の危険を感じた

ことがありますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。（○は１つ） 

図 3－9－1 命の危険を感じた経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

これまでに被害を受けたことのない人も含めて、結婚したことのある人全体（777人）でみると、

命の危険を「感じた」という人は 3.2％で、女性は 4.8％、男性は 0.7％となっている。（図 3-9-2） 

図 3－9－2 命の危険を感じた経験（全体ベース） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

5.0 

16.4 

13.9 

80.0

73.9

75.0

15.0

9.7

11.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=  40人

女性 n=134人

総数 n=180人

感じた 感じなかった 無回答

0.7 

4.8 

3.2 

10.7

21.6

17.4

84.3

65.4

72.6

4.3

8.3

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=299人

女性 n=459人

総数 n=777人

（被害を受けたことがある）

命の危険を感じた

（被害を受けたことがある）

命の危険を感じなかった

これまで被害をまったく

受けたことがない

無回答
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４ 交際相手からの被害経験 

（１）「交際相手からの暴力（デートＤＶ）」の認知度 

「交際相手からの暴力」（いわゆる「デートＤＶ」）について知っているか聞いたところ、全体で

「言葉があることは知っているが、内容はよく知らない」が 38.3％で「言葉も、その内容も知って

いる」が 38.0％となっており、これらを合わせると７割を超えている。（図 4-1-1） 

 

【すべての方にお聞きします。】 

問 13 あなたは「交際相手からの暴力」（いわゆる「デートＤＶ」）について、知っていますか。 

あてはまる番号１つに○をつけてください。（○は１つ） 

図 4－1－1 「交際相手からの暴力（デートＤＶ）」の認知度 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.7 

40.1 

38.0 

41.1

36.9

38.3

19.5

16.0

17.6

4.8

7.1

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=375人

女性 n=564人

総数 n=961人

言葉も、その内容も知っている 言葉があることは知っているが、

内容はよく知らない

言葉があることを知らなかった 無回答
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性・年齢階級別にみると、「交際相手からの暴力（デートＤＶ）」について、「言葉も、その内 

容も知っている」が 20代と 40代の女性では半数近くとなっている。（図 4-1-2、4-1-3） 

図 4－1－2 「交際相手からの暴力（デートＤＶ）」の認知度（性・年齢階級別）【女性】 

 

図 4－1－3 「交際相手からの暴力（デートＤＶ）」の認知度（性・年齢階級別）【男性】 

*年齢について無回答の人がいるためｎの合計は男性合計（375人）と一致しない。 

 

 

31.3 

38.9 

42.1 

49.0 

40.2 

48.7 

33.1

37.0

41.2

35.3

40.2

35.9

18.4

18.5

14.9

13.7

15.2

12.8

17.2

5.6

1.8

2.0

4.4

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳以上 n=163人

60～64歳 n=  54人

50～59歳 n=114人

40～49歳 n=102人

30～39歳 n=  92人

20～29歳 n=  39人

【女性】

言葉も、その内容も知っている 言葉があることは知っているが、

内容はよく知らない

言葉があることを知らなかった 無回答

28.7

42.9

41.3

34.6

40.5

27.6

43.4

34.7

42.9

41.8

38.1

41.4

16.9

18.4

14.3

23.6

21.4

31.0

11.0

4.1

1.6

-

-

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳以上 n=136人

60～64歳 n=  49人

50～59歳 n=  63人

40～49歳 n=  55人

30～39歳 n=  42人

20～29歳 n=  29人

【男性】

言葉も、その内容も知っている 言葉があることは知っているが、

内容はよく知らない

言葉があることを知らなかった 無回答
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（２）交際相手からの被害経験 

「交際相手がいた（いる）」という人（599人）に、“身体的暴行”“心理的攻撃”“経済的圧迫”“性

的強要”の４つの行為をあげて、当時の交際相手から被害を受けたことがあるかをそれぞれの行為

について聞き、いずれかについて交際相手から被害を受けたことがある人（「10～20 歳代にあった」

もしくは「30 歳代以上にあった」のいずれかを回答した人の計）をまとめた。 

当時の交際相手から“身体的暴行”“心理的攻撃”“経済的圧迫”“性的強要”のいずれかの被害を

受けたことが『あった』が全体で 15.9％、女性が 22.9％、男性が 4.8％となっている。（図 4-2-1） 

【交際相手からの暴力被害についてお聞きします。複数の交際相手から暴力を受けた方については、

あなたがより深く傷ついた経験の１つについてお答えください。】 

問 15 あなたは、交際相手から次のようなことをされたことがありますか。「①交際相手」のＡ～Ｄそ 

れぞれについて、あてはまる番号に○をつけてください。また、「①交際相手」と同居した経験

（いわゆる「同棲経験」）がある方は、「②同居の際」のＡ～Ｄについてのお答えください。 

（○はそれぞれいくつでも） 

図 4－2－1 交際相手からの被害経験の有無（①これまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

交際相手と同居した経験（いわゆる「同棲経験」）がある人（90 人）に、その同居の際の被害経

験を聞いたところ、いずれかの被害を受けたことが『あった』が全体で 40.0％、女性が 55.6％、男

性が 15.2％となっている。（図 4-2-2） 

*「②同居の際」は、暴力被害の有無に関わらず、交際相手と同居した経験がある人のうち、A“身体的暴行”、B“心理的 

攻撃”、C“経済的圧迫”、D“性的強要”のいずれかに回答をした人のみ集計しているため、無回答はない。 

図 4－2－2 交際相手からの被害経験の有無（②同居の際） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

4.8 

22.9 

15.9 

93.5

73.5

81.1

1.7

3.6

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=230人

女性 n=358人

総数 n=599人

あった（計） まったくない 無回答

15.2

55.6

40.0

84.8 

44.4 

60.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=33人

女性 n=54人

総数 n=90人

あった（計） まったくない
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性・年齢階級別にみると、女性では 20代、40代で被害経験が多く、３割を超えている（図 4-2-3、

4-2-4） 

 

図 4－2－3 交際相手からの被害経験の有無（性・年齢階級別）【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4－2－4 交際相手からの被害経験の有無（性・年齢階級別）【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.5

-

-

12.2

13.9

-

95.4

100.0

97.8

87.8

86.1

94.4

3.1

-

2.2

-

-

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳以上 n=65人

60～64歳 n=25人

50～59歳 n=45人

40～49歳 n=41人

30～39歳 n=36人

20～29歳 n=18人

【男性】 あった（計） まったくない 無回答

10.5

3.3

19.7

32.6

26.6

36.7

84.2 

90.0 

75.0 

65.1 

72.2 

60.0 

5.3

6.7

5.3

2.3

1.3

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳以上 n=57人

60～64歳 n=30人

50～59歳 n=76人

40～49歳 n=86人

30～39歳 n=79人

20～29歳 n=30人

【女性】
あった（計） まったくない 無回答
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2.9

16.7

12.6

33.3

84.5

50.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交際相手からの被害経験が

「まったくない」

ｎ=174人

交際相手からの被害経験が

「あった」

ｎ=  6人

【男性】

8.5 

30.0 

17.5

26.7

73.9

43.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交際相手からの被害経験が

「まったくない」

ｎ=211人

交際相手からの被害経験が

「あった」

ｎ= 60人

【女性】

配偶者からの被害経験何度もあった 配偶者からの被害経験1，2度あった 配偶者からの被害経験まったくない

【注】“身体的暴行”“心理的攻撃”“経済的圧迫”“性的強要”のそれぞれをみると、“身体的暴行”

が「10～20 歳代にあった」が 7.4％、「30 歳代以上にあった」が 1.2％となっている。“心理的攻撃”

は「10～20 歳代にあった」が 7.9％、「30 歳代以上にあった」が 2.0％となっている。“経済的圧迫”

は「10～20 歳代にあった」が 3.2％、「30 歳代以上にあった」が 1.2％となっている。“性的強要”

は「10～20 歳代にあった」が 5.3％、「30 歳代にあった」が 1.3％となっている。（図 4-2-5） 

図 4－2－5 交際相手からの被害経験（複数回答） 

【注】 

Ａ 身体的暴行：例えば、なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりするなどの身体に対する暴行。 

Ｂ 心理的攻撃：例えば、人格を否定するような暴言、交友関係や行先、電話・メールなどを細かく監視したり長時 

間無視するなどの精神的な嫌がらせ、あるいは、自分もしくは自分の家族に危害が加えられるので 

はないかと恐怖を感じるような脅迫。 

Ｃ 経済的圧迫：例えば、生活費を渡さない、貯金を勝手に使われる、外で働くことを妨害されるなど。 

Ｄ 性 的 強 要：例えば、いやがっているのに性的な行為を強要される、見たくないポルノ映像等を見せられる、避 

妊に協力しないなど。 

 

交際相手からの被害経験の有無別に、配偶者からの被害経験の有無をみると、女性で交際相手か

らの被害経験がある人（60 人）では、配偶者からの被害経験もある人が 56.7％（何度もあった人

30.0％、１，２度あった人 26.7％）となっているのに対し、交際相手からの被害経験のない人（211

人）では、配偶者からの被害経験がある人が 26.0％（何度もあった人 8.5％、１，２度あった人 17.5

％）となっている。（図 4-2-6） 

図 4－2－6 配偶者からの被害経験の有無（性・交際相手からの被害経験の有無別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.4 

1.2 

88.0 

3.7 

7.9 

2.0 

86.5 

4.0 

3.2 

1.2 

91.3 

4.5 

5.3

1.3

90.0

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10～20歳代にあった

30歳代以上にあった

ま っ た く な い

無 回 答

A 身体的暴行 n=599人 M.T=100.2％

B 心理的攻撃 n=599人 M.T=100.3％

C 経済的圧迫 n=599人 M.T=100.2％

D 性的強要 n=599人 M.T=100.2％
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交際相手からの被害経験を男女別にみると、いずれの行為についても男性より女性の方が被害経

験のある人が多くなっている。特に“身体的暴行”と“心理的攻撃”が多い。 

交際相手との同居の際の被害経験をみると、全体で“身体的暴行”と“心理的攻撃”の「10～20 歳

代にあった」で多くなっている。男女別にみると、いずれの行為も男性よりも女性の被害経験が多

くなっている。（図 4-2-7、4-2-8、4-2-9、4-2-10） 

*「②同居の際」は、暴力被害の有無に関わらず、交際相手と同居した経験がある人のうち、A“身体的暴行”、B“心理 

的攻撃”、C“経済的圧迫”、D“性的強要”のいずれかに回答をした人のみ集計しているため、無回答はない。 

図 4－2－7 交際相手からの被害経験（男女別）（複数回答）【Ａ身体的暴行】 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

図 4－2－8 交際相手からの被害経験（男女別）（複数回答）【Ｂ心理的攻撃】 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

7.4 

1.2 

88.0 

3.7 

10.6 

1.1 

83.5 

4.8 

2.6 

0.9 

95.2 

1.7 

0%20%40%60%80%100%

10～20歳代にあった

30歳代以上にあった

ま っ た く な い

無 回 答

【①交際相手】

総数 n=599人

女性 n=358人

男性 n=230人

23.5 

9.4 

67.1 

34.0 

12.0 

54.0 

9.4 

3.1 

87.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【②同居の際】

総数 n=85人

女性 n=50人

男性 n=32人

7.9 

2.0 

86.5 

4.0 

12.0 

2.2 

81.3 

5.0 

1.7 

1.3 

94.8 

2.2 

0%20%40%60%80%100%

10～20歳代にあった

30歳代以上にあった

ま っ た く な い

無 回 答

【①交際相手】

総数 n=599人

女性 n=358人

男性 n=230人

19.3 

6.0 

74.7 

28.6 

6.1 

65.3 

6.5 

3.2 

90.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【②同居の際】

総数 n=83人

女性 n=49人

男性 n=31人
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図 4－2－9 交際相手からの被害経験（男女別）（複数回答）【Ｃ経済的圧迫】 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

 

図 4－2－10 交際相手からの被害経験（男女別）（複数回答）【Ｄ性的強要】 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

 

 

 

 

 

 

5.3 

1.3 

90.0 

3.5 

8.4 

1.4 

86.0 

4.2 

0.4 

0.9 

97.0 

2.2 

0%20%40%60%80%100%

10～20歳代にあった

30歳代以上にあった

ま っ た く な い

無 回 答

【①交際相手】

総数 n=599人

女性 n=358人

男性 n=230人

10.8 

8.4 

80.7 

18.8 

10.4 

70.8 

-

3.1 

96.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【②同居の際】

総数 n=83人

女性 n=48人

男性 n=32人

3.2 

1.2 

91.3 

4.5 

5.0 

1.1 

88.3 

5.6 

0.4 

0.9 

96.5 

2.6 

0%20%40%60%80%100%

10～20歳代にあった

30歳代以上にあった

ま っ た く な い

無 回 答

【①交際相手】

総数 n=599人

女性 n=358人

男性 n=230人

12.2 

4.9 

82.9 

21.3 

4.3 

74.5 

-

3.1 

96.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【②同居の際】

総数 n=82人

女性 n=47人

男性 n=32人
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（３）交際相手から被害を受けたときの行動 

交際相手から被害を受けたことがある人（95人）に、その行為を受けたとき、相手との関係をど

うしたのか聞いたところ、全体で「相手と別れた」が 56.8％で半数を超え、「別れたい（別れよう）

と思ったが、別れなかった」が 23.2％、「別れたい（別れよう）とは思わなかった」が 15.8％とな

っている。 

男女別にみると、女性は「相手と別れた」が 57.3％で半数を超え、「別れたい（別れよう）とは

思わなかった」という人は 15.9％となっている。一方、男性は「相手と別れた」が 45.5％で、「別

れたい（別れよう）とは思わなかった」が 18.2％となっている。（図 4-3-1） 

 

問 16 あなたは、交際相手からそのような行為を受けたとき、どうしましたか。あてはまる番号１つ

に○をつけてください。（○は１つ） 

 

図 4－3－1 交際相手から被害を受けたときの行動 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.5 

57.3 

56.8 

27.3

23.2

23.2

18.2

15.9

15.8

9.1

3.7

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=11人

女性 n=82人

総数 n=95人

相手と別れた 別れたい（別れよう）と思ったが、

別れなかった

別れたい（別れよう）とは

思わなかった

無回答
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（４）交際相手と別れなかった理由 

交際相手から何らかの被害を受けたとき、相手と「別れたい（別れよう）と思ったが、別れなか

った」という人（22人）に、その理由を聞いたところ、全体で「相手が変わってくれるかもしれな

いと思ったから」が 40.9％、「これ以上は繰り返されないと思ったから」と「相手が別れることに

同意しなかったから」がともに 36.4％、「相手には自分が必要だと思ったから」が 31.8％などとな

っている。（図 4-4-1） 

 

問 17 あなたが、相手と別れなかった理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。

（○はいくつでも） 

図 4－4－1 交際相手と別れなかった理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.2 

4.6 

4.6 

31.8 

36.4 

4.6 

36.4 

40.9 

4.6 

4.6 

21.1 

-

-

31.6 

42.1 

5.3 

36.8 

36.8 

5.3 

5.3 

-

33.3 

33.3 

33.3 

-

-

33.3 

66.7 

-

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相手の仕返しが怖かったから

経済的な不安があったから

世間体が悪いと思ったから

相手には自分が必要だと思ったから

これ以上は繰り返されないと思ったから

周囲から別れることに反対されたから

相手が別れることに同意しなかったから

相手が変わってくれるかもしれないと思ったから

その他

無回答

総数 n=22人

M.T＝186.4％

女性 n=19人

M.T＝184.2％

男性 n=3人

M.T＝200.0％
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（５）命の危険を感じた経験 

交際相手から何らかの被害を受けたことのある人（95人）に、その行為によって、命の危険を感

じたことがあるかを聞いたところ、全体で「感じた」は 32.6％であり、女性が 34.2％、男性が 18.2

％となっている。（図 4-5-1） 

問 18 あなたは、交際相手から受けたそのような行為によって、命の危険を感じたことがありますか。 

あてはまる番号１つに○をつけてください。（○は１つ） 

図 4－5－1 命の危険を感じた経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

交際相手からの被害を受けたことがない人も含め、「交際相手がいた（いる）」という人（599

人）でみると、全体で命の危険を「感じた」は 5.2％であり、女性が 7.8％、男性が 0.9％となっ

ている。（図 4-5-2） 

図 4－5－2 命の危険を感じた経験（全体ベース） 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

18.2 

34.2 

32.6 

81.8

65.9

67.4

-

-

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=11人

女性 n=82人

総数 n=95人

感じた 感じなかった 無回答

0.9 

7.8 

5.2 

3.9

15.1

10.7

93.5

73.5

81.1

1.7

3.6

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=230人

女性 n=358人

総数 n=599人

（被害を受けたことがある）

命の危険を感じた

（被害を受けたことがある）

命の危険を感じなかった

これまで被害をまったく

受けたことがない

無回答
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4.2 

7.4 

8.4 

16.8 

14.7 

21.1 

39.0 

8.4 

33.7 

3.2 

4.9 

6.1 

9.8 

15.9 

14.6 

20.7 

39.0 

8.5 

32.9 

3.7 

-

9.1 

-

18.2 

9.1 

18.2 

36.4 

9.1 

45.5 

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校・大学をしばらく休んだ・やめた・変えた

仕事（アルバイト）をしばらく休んだ・やめた・変えた

転居（引越し）をした

異性と会うのが怖くなった

外出するのが怖くなった

夜、眠れなくなった

心身に不調をきたした

その他

特にない

無回答

総数 n=95人

M.T＝156.8％

女性 n=82人

M.T＝156.1％

男性 n=11人

M.T＝145.5％

（６）生活上の変化 

交際相手から何らかの被害を受けたことのある人（95人）に、被害によって引き起こされた生活

上の変化を聞き、何らかの変化があったと回答した人を「生活上の変化あり」としてまとめた。全

体で『生活上の変化があった』は 63.2％で、女性が 63.4％、男性が 54.6％となっている。（図 4-6-1） 

 

問 19 あなたは、交際相手から受けたそのような行為によって、生活上の変化がありましたか。 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

図 4－6－1 交際相手からの被害による生活上の変化の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

実際の生活上の変化の内容をみると、男女ともに「心身に不調をきたした」が最も多くなってい

る。（図 4-6-2） 

図 4－6－2 交際相手からの被害による生活上の変化（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

54.6 

63.4 

63.2 

45.5

32.9

33.7

-

3.7

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=11人

女性 n=82人

総数 n=95人

生活上の変化あり 特になし 無回答
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1.1 

5.3 

-

-

1.1 

2.1 

1.1 

14.7 

56.8 

2.1 

31.6 

2.1 

1.2 

4.9 

-

-

-

1.2 

1.2 

15.9 

61.0 

1.2 

29.3 

2.4 

-

-

-

-

9.1 

-

-

9.1 

36.4 

9.1 

54.6 

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者暴力相談支援センター（女性相談

所）、男女共同参画センター等

警察

法務局・地方法務局、人権擁護委員

上記（１～３）以外の公的な機関

民間の専門家や専門機関

（弁護士、カウンセラーなど）

医療関係者（医師、看護師など）

学校関係者（教員、養護教諭、

スクールカウンセラーなど）

家族や親戚

友人・知人

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった

無回答

総数 n=95人

M.T＝117.9％

女性 n=82人

M.T＝118.3％

男性 n=11人

M.T＝118.2％

（７）交際相手からの被害の相談先 

交際相手から被害を受けたことがある人（95人）に、被害の状況について、誰かに打ち明けたり、

相談したりしたかを聞き、いずれかの相談先を回答した人の合計を『相談した』にまとめた。 

全体で『相談した』は 66.3％であり、女性が 68.3％、男性が 45.5％となっている。（図 4-7-1） 

 

問 20 あなたは、交際相手から受けたそのような行為について、だれかに打ち明けたり、相談したり

しましたか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

図 4－7－1 交際相手からの被害の相談の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

相談先をみると、男女とも「友人・知人」が最も多くなっている。（図 4-7-2） 

図 4－7－2 交際相手からの被害の相談先（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

45.5 

68.3 

66.3 

54.6

29.3

31.6

-

2.4

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=11人

女性 n=82人

総数 n=95人

相談した 相談しなかった 無回答
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（８）相談しなかった理由 

交際相手から受けた被害について、「どこ（だれ）にも相談しなかった」という人（30 人）に、

相談しなかった理由を聞いたところ、全体で「相談するほどのことではないと思ったから」が 43.3

％、次いで「自分が受けている行為がデートＤＶとは認識していなかったから」が 26.7％、「相談

してもむだだと思ったから」と「自分にも悪いところがあると思ったから」がともに 23.3％などと

なっている。 

男女別にみると、男女ともに「相談するほどのことではないと思ったから」が最も多く、次いで

女性では、「自分が受けている行為がデートＤＶとは認識していなかったから」が 33.3％となって

いる。（図 4-8-1） 

 

問 21 どこ（だれ）にも相談しなかったのは、なぜですか。あてはまる番号すべてに○をつけてくだ

さい。（○はいくつでも） 

図 4－8－1 相談しなかった理由（複数回答） 

 

 

 

10.0 

20.0 

23.3 

26.7 

3.3 

10.0 

16.7 

-

13.3 

6.7 

13.3 

23.3 

10.0 

43.3 

3.3 

3.3 

12.5 

25.0 

25.0 

33.3 

4.2 

8.3 

16.7 

-

12.5 

8.3 

16.7 

25.0 

12.5 

41.7 

4.2 

-

-

-

16.7 

-

-

16.7 

16.7 

-

16.7 

-

-

16.7 

-

50.0 

-

16.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どこ（だれ）に相談してよいのかわからなかったから

恥ずかしくてだれにも言えなかったから

相談してもむだだと思ったから

自分が受けている行為がﾃﾞｰﾄＤＶとは認識していなかったから

相手の仕返しが怖かったから

相談相手の言動で不快な思いをさせられると思ったから

自分さえがまんすればなんとかこのままやっていけると思ったから

世間体が悪いと思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

他人に知られるとこれまでどおりのつき合いができなくなるから

そのことについて思い出したくなかったから

自分にも悪いところがあると思ったから

相手の行為は愛情の表現だと思ったから

相談するほどのことではないと思ったから

その他

無回答

総数 n=30人

M.T＝226.7％

女性 n=24人

M.T＝245.8％

男性 n=6人

M.T＝150.0％
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５ 特定の異性からの執拗なつきまとい等の経験 

（１）被害経験の有無 

これまでにある特定の異性から執拗なつきまといや待ち伏せ、面会・交際の要求、無言電話や連

続した電話・メールなどの被害にあったことがあるか聞いたところ、全体で「１人からあった」と

いう人が 6.9％、「２人以上からあった」という人が 3.0％で、被害経験のある人は 9.9％となって

いる。 

男女別にみると、被害経験のある女性は 12.8％、男性は 5.8％となっている。（図 5-1-1） 

問 22 あなたはこれまでに、ある特定の異性から、執拗なつきまといや待ち伏せ、面会・交際の要求、 

無言電話や連続した電話・メールなどの被害にあったことがありますか。あてはまる番号１つに

○をつけてください。（○は１つ） 

図 5－1－1 特定の異性からの執拗なつきまとい等の被害経験の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

年齢階級別にみると、特定の異性からの執拗なつきまとい等の被害が『あった』という人は 20～

29 歳が 19.2％、40～49 歳が 16.5％、30～39歳が 12.7％の順となっている。（図 5-1-2） 

図 5－1－2 特定の異性からの執拗なつきまとい等の被害経験の有無（年齢階級別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*性別・年齢について無回答の人は含まれていない。 

4.5 

8.7 

6.9 

1.3

4.1

3.0

86.7

78.6

81.9

7.5

8.7

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=375人

女性 n=564人

総数 n=961人

１人からあった ２人以上からあった まったくない 無回答

3.7 

1.9 

6.2 

14.0 

9.0 

11.8 

1.7

1.0

4.0

2.5

3.7

7.4

78.3

88.3

85.9

82.2

82.1

76.5

16.4

8.7

4.0

1.3

5.2

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳以上 n=299人

60～64歳 n=103人

50～59歳 n=177人

40～49歳 n=157人

30～39歳 n=134人

20～29歳 n=  68人

１人からあった ２人以上からあった まったくない 無回答
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性・年齢階級別にみると、特定の異性からの執拗なつきまとい等の被害が『あった』という人は

女性の 20 代で 30％を超えている。（図 5-1-3、5-1-4） 

 

図 5－1－3 特定の異性からの執拗なつきまとい等の被害経験の有無（性・年齢階級別）【女性】 

 

 

図 5－1－4 特定の異性からの執拗なつきまとい等の被害経験の有無（性・年齢階級別）【男性】 

*年齢について無回答の人がいるため nの合計は男性合計（375人）と一致しない。 

 

 

 

5.5 

1.9 

7.9 

12.8 

10.9 

18.0 

2.5

-

6.1

2.9

4.4

12.8

72.4

92.6

80.7

83.3

78.3

66.7

19.6

5.6

5.3

1.0

6.5

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳以上 n=163人

60～64歳 n=  54人

50～59歳 n=114人

40～49歳 n=102人

30～39歳 n=  92人

20～29歳 n=  39人

【女性】 １人からあった ２人以上からあった まったくない 無回答

1.5

2.0

3.2

16.4

4.8

3.5

0.7

2.0

-

1.8

2.4

-

85.3

83.7

95.2

80.0

90.5

89.7

12.5

12.2

1.6

1.8

2.4

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳以上 n=136人

60～64歳 n=  49人

50～59歳 n=  63人

40～49歳 n=  55人

30～39歳 n=  42人

20～29歳 n=  29人

【男性】 １人からあった ２人以上からあった まったくない 無回答
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（２）加害者との関係 

特定の異性からの執拗なつきまとい等の被害にあった人（95人）に、加害者との関係を聞いたと

ころ、全体で「交際相手・元交際相手」が 48.4％と最も多く、次いで「知人・友人」が 17.9％、「職

場・アルバイトの関係者」が 11.6％となっている。 

男女別にみると、男性では「交際相手・元交際相手」が 50.0％と半数を占める。（図 5-2-1） 

 

問 23 加害者はあなたとどのような関係でしたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

（○は１つ） 

図 5－2－1 加害者との関係 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

*下記の選択肢は表記に省略あり 

配 偶 者 ・ 元 配 偶 者：配偶者（事実婚や別居中を含む）・元配偶者（事実婚を解消した者を含む） 

職 場 ・ ア ル バ イ ト の 関 係 者：職場・アルバイトの関係者（上司、同僚、部下、取引先の相手など）  

ま っ た く 知 ら な い 人：まったく知らない人（相手の姿は見えるが、面識がなく誰だかわからない 

など）  

知っている人かどうかもわからない：知っている人かどうかもわからない（無言電話の相手やインターネット上 

の相手などで姿が見えず誰だかわからない） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.1 

5.6 

6.3 

50.0

48.6

48.4

13.6

9.7

11.6

18.2

18.1

17.9

4.6

9.7

8.4

4.6

2.8

3.2

-

4.2

3.2

-

1.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=22人

女性 n=72人

総数 n=95人

配偶者・元配偶者 交際相手・元交際相手 職場・アルバイトの関係者 知人・友人

まったく知らない人 知っている人か

どうかもわからない

その他 無回答
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（３）命の危険を感じた経験 

特定の異性からの執拗なつきまとい等の被害にあった人（95人）に、その被害によって命の危険

を感じたことがあるかと聞いたところ、全体で「感じた」は 30.5％であり、女性が 34.7％、男性が

18.2％となっている。（図 5-3-1） 

 

問 24 あなたは、その被害によって、命の危険を感じたことがありますか。あてはまる番号１つに○

をつけてください。（○は１つ） 

 

図 5－3－1 命の危険を感じた経験 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.2 

34.7 

30.5 

81.8

63.9

68.4

-

1.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=22人

女性 n=72人

総数 n=95人

感じた 感じなかった 無回答
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（４）電子メールやインターネットなどによる被害経験 

特定の異性からの執拗なつきまとい等の被害にあった人（95人）に、その被害について、電子メ

ールやインターネットなどが使われていたか聞き、いずれかの通信手段により被害があったと回答

した人の合計を『使われた』としてまとめた。 

『使われた』は全体で 37.9％であり、女性が 36.1％、男性が 45.5％となっている。（図 5-4-1） 

 

問 25 その被害では、電子メールやインターネットなどが使われていましたか。あてはまる番号すべ

てに○をつけてください。（○はいくつでも） 

図 5－4－1 電子メールやインターネットなどによる被害経験 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

性・年齢階級別にみると、『使われた』は、男女ともに 20歳代で多くなっている。（図 5-4-2） 

図 5－4－2 電子メールやインターネットなどによる被害経験（性・年齢階級別） 

 

*年齢について無回答の人がいるためｎの合計は男性合計（22人）と一致しない。 

 

 

 

45.5 

36.1 

37.9 

45.5

59.7

56.8

9.1

4.2

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=22人

女性 n=72人

総数 n=95人

使われた（計） 使われなかった 無回答

7.7

-

31.3

25.0

35.7

91.7

84.6

-

62.5

75.0

64.3

8.3

7.7

100.0

6.3

-

-

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳以上 n=13人

60～64歳 n=  1人

50～59歳 n=16人

40～49歳 n=16人

30～39歳 n=14人

20～29歳 n=12人

【女性】 使われた（計） 使われなかった 無回答

66.7

50.0

-

40.0

33.3

100.0

-

-

100.0

60.0

66.7

-

33.3

50.0

-

-

-

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65歳以上 n= 3人

60～64歳 n= 2人

50～59歳 n= 2人

40～49歳 n=10人

30～39歳 n= 3人

20～29歳 n= 1人

【男性】 使われた（計） 使われなかった 無回答
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使われた通信手段をみると、全体で「電子メール」が 34.7％と最も多くあげられている。（図 5-4-3） 

 

図 5－4－3 電子メールやインターネットなどによる被害経験（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.7 

1.1 

4.2 

-

2.1 

3.2 

56.8 

5.3 

31.9 

-

5.6 

-

-

4.2 

59.7 

4.2 

45.5 

4.6 

-

-

9.1 

-

45.5 

9.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

電子メール（ﾊﾟｿｺﾝ・携帯電話

・PHS・ｽﾏｰﾄﾌｫﾝなど）

インターネットの電子掲示板

ＳＮＳ（FacebookやTwitter、

LINEなどの会員制ｻｰﾋﾞｽ）

動画投稿・共有サイト

個人のホームページやブログ

その他

使われなかった

無回答

総数 n=95人

M.T=107.4％

女性 n=72人

M.T=105.6％

男性 n=22人

M.T=113.6％
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8.4 

3.2 

-

1.1 

17.9 

55.8 

4.2 

26.3 

4.2 

9.7 

1.4 

-

1.4 

20.8 

55.6 

5.6 

25.0 

4.2 

4.6 

9.1 

-

-

9.1 

59.1 

-

31.8 

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

警察

警察以外の公的な機関

民間の専門家や専門機関

（弁護士、カウンセラーなど）

学校関係者（教員、養護教諭、

スクールカウンセラーなど）

家族や親戚

友人・知人

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった

無回答

総数 n=95人

M.T=121.1％

女性 n=72人

M.T=123.6％

男性 n=22人

M.T=113.6％

（５）被害の相談先 

特定の異性からの執拗なつきまとい等の被害にあった人（95人）に、その被害について、誰かに

打ち明けたり、相談したりしたかを聞き、いずれかの相談先を回答した人の合計を『相談した』と

まとめた。 

全体で『相談した』は 69.5％であり、女性が 70.8％、男性が 68.2％となっている。（図 5-5-1） 

 

問 26 あなたはその被害について、誰かに打ち明けたり、相談したりしましたか。あてはまる番号す

べてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

図 5－5－1 特定の異性からの執拗なつきまとい等の被害の相談の有無 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

相談先をみると、全体で「友人・知人に相談した」が 55.8％と最も多く、次いで「家族や親戚に

相談した」が 17.9％、「警察に連絡・相談した」が 8.4％となっている。（図 5-5-2） 

図 5－5－2 特定の異性からの執拗なつきまとい等の被害の相談先（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

68.2 

70.8 

69.5 

31.8

25.0

26.3

-

4.2

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=22人

女性 n=72人

総数 n=95人

相談した 相談しなかった 無回答
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（６）相談しなかった理由 

特定の異性からの執拗なつきまとい等の被害について、「どこ（だれ）にも相談しなかった」とい

う人（25人）に、相談しなかった理由を聞いたところ、全体で「相談するほどのことではないと思

ったから」が 60.0％と最も多く、次いで「相談してもむだだと思ったから」が 24.0％、「どこ（だ

れ）に相談してよいのかわからなかったから」が 20.0％、「相手の仕返しが怖かったから」、「他人

を巻き込みたくなかったから」、「自分にも悪いところがあると思ったから」、「相手の行為は愛情の

表現だと思ったから」がともに 12.0％などとなっている。（図 5-6-1） 

 

問 27 どこ（だれ）にも相談しなかったのは、なぜですか。あてはまる番号すべてに○をつけてくだ

さい。（○はいくつでも） 

図 5－6－1 相談しなかった理由（複数回答） 

 

 

 

20.0 

24.0 

12.0 

4.0 

8.0 

8.0 

12.0 

8.0 

12.0 

12.0 

60.0 

4.0 

-

16.7 

27.8 

11.1 

5.6 

11.1 

11.1 

11.1 

11.1 

11.1 

11.1 

50.0 

5.6 

-

28.6 

14.3 

14.3 

-

-

-

14.3 

-

14.3 

14.3 

85.7 

-

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どこ（だれ）に相談してよいのかわからなかったから

相談してもむだだと思ったから

相手の仕返しが怖かったから

相談相手の言動で不快な思いをさせられると思ったから

自分さえがまんすればなんとかこのまま

やっていけると思ったから

世間体が悪いと思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

他人に知られるとこれまでどおりの

つき合いができなくなるから

自分にも悪いところがあると思ったから

相手の行為は愛情の表現だと思ったから

相談するほどのことではないと思ったから

その他

無回答

総数 n=25人

M.T=184.0％

女性 n=18人

M.T=183.3％

男性 n=7人

M.T=185.7％
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3.2 

11.6 

12.6 

11.6 

23.2 

23.2 

21.1 

14.7 

33.7 

3.2 

2.8 

12.5 

13.9 

12.5 

29.2 

25.0 

25.0 

18.1 

26.4 

2.8 

4.6 

9.1 

9.1 

9.1 

4.6 

18.2 

9.1 

4.6 

59.1 

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校・大学をしばらく休んだ・やめた・変えた

仕事（ｱﾙﾊﾞｲﾄ）をしばらく休んだ・やめた・変えた

転居（引越し）をした

異性と会うのが怖くなった

外出するのが怖くなった

夜、眠れなくなった

心身に不調をきたした

その他

特にない

無回答

総数 n=95人

M.T=157.9％

女性 n=72人

M.T=168.1％

男性 n=22人

M.T=127.3％

（７）生活上の変化 

特定の異性からの執拗なつきまとい等の被害にあった人（95人）に、その被害による生活上の変

化を聞き、何らかの変化があったと回答した人を「生活上の変化あり」としてまとめた。 

『生活上の変化があった』は全体で 63.2％と６割を超えており、女性が 70.8％、男性が 40.9％

となっている。（図 5-7-1） 

問 28 あなたは、加害者から受けたそのような行為によって、生活上の変化がありましたか。あては

まる番号すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

図 5－7－1 生活上の変化 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

生活上の変化の内容をみると、全体で「外出するのが怖くなった」と「夜、眠れなくなった」が

ともに 23.2％、「心身に不調をきたした」が 21.1％などとなっている。 

男女別にみると、女性は「外出するのが怖くなった」が 29.2％と最も多く、男性は「夜、眠れな

くなった」が 18.2％で最も多くなっている。（図 5-7-2） 

図 5－7－2 特定の異性からの執拗なつきまとい等の被害による生活上の変化（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

40.9 

70.8 

63.2 

59.1

26.4

33.7

-

2.8

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=22人

女性 n=72人

総数 n=95人

生活上の変化があった 特にない 無回答
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６ 異性から無理やりに性交された経験 

（１）被害経験の有無 

これまでに異性から無理やりに性交されたことがあるかを聞いたところ、全体で「１回あった」

が 3.1％、「２回以上あった」が 3.6％で、被害経験のある人は 6.7％となっている。 

女性は被害経験のある人が 10.8％、男性は被害経験のある人が 0.5％となっている。（図 6-1-1） 

 

子どもの頃も含めて、これまでの経験についてお聞きします。 

問 29 あなたはこれまでに、異性から、無理やりに性交されたことがありますか。あてはまる番号１

つに○をつけてください。（○は１つ） 

図 6－1－1 異性から無理やりに性交された経験の有無 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

-

5.3

3.1

0.5

5.5

3.6

92.8

81.9

86.2

6.7

7.3

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=375人

女性 n=564人

総数 n=961人

1回あった 2回以上あった まったくない 無回答
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（２）加害者との関係 

異性から無理やりに性交されたことがあった人（65人）に、加害者との関係を聞いたところ、全

体で「交際相手・元交際相手」が 24.6％と最も多く、次いで「配偶者・元配偶者」が 21.5％、「そ

の他」が 16.9％、「職場・アルバイトの関係者」が 10.8％などとなっている。（図 6-2-1） 

 

問 29 で「１」、「２」（被害にあった）と答えた方にお聞きします。 

その出来事（問 29 の出来事）についてお聞きします。２回以上あった方については、あなたが

より深く傷ついた経験の１つについてお答えください。 

問 30 加害者とあなたとどのような関係でしたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

（○は１つ） 

図 6－2－1 加害者との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

- - -

16.9 16.4

50.0

7.7 8.2

-

- -

-

3.1 3.3

-

4.6 3.3

50.0

10.8 11.5

-

24.6 26.2

-

3.1
3.3

-

6.2
6.6

-

1.5
-

-

21.5 21.3

-

0%

20%

40%

60%

80%

100%

総数 n=65人 女性 n=61人 男性 n=2人

配偶者・

元配偶者

親

（養親・継親も含む）

きょうだい

（義理のきょうだいも含む）

上記以外の親戚

交際相手・

元交際相手

職場・アルバイト

の関係者

通っていた（いる）学校・

大学の関係者

地域活動や習い事の

関係者

生活していた（いる）

施設の関係者

まったく

知らない人

その他

無回答
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（３）被害にあった時期 

異性から無理やりに性交されたことがあった人（65人）に、その被害にあった時期を聞いたとこ

ろ、全体で「20 歳代」が 55.4％と最も多く、次いで「中学卒業から 19 歳まで」が 12.3％、「小学

生のとき」と「30歳代」がともに 9.2％などとなっている。(図 6-3-1) 

 

問 31 その被害にあったのはいつですか。あてはまる番号１つに○をつけてください。（○は１つ） 

図 6－3－1 異性から無理やりに性交された被害にあった時期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

 

 

 

- -
--

-

-

- -
-

1.5 1.6 -

4.6 4.9

-

9.2 9.8

-

55.4 55.7

50.0

12.3 13.1

-

3.1 1.6

-

9.2 8.2

50.0

4.6 4.9

-

0%

20%

40%

60%

80%

100%

総数 n=65人 女性 n=61人 男性 n=2人

小学校入学前

小学生のとき

中学生のとき

中学卒業

から１９歳まで

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳から

６４歳まで

６５歳代以上

無回答
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4.6 

6.2 

9.2 

26.2 

20.0 

24.6 

33.9 

21.5 

21.5 

9.2 

1.5 

4.9 

6.6 

9.8 

26.2 

19.7 

23.0 

32.8 

21.3 

19.7 

9.8 

1.6 

-

-

-

-

-

50.0 

50.0 

-

50.0 

-

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校・大学をしばらく休んだ・やめた・変えた

仕事（アルバイト）をしばらく休んだ・やめた・変えた

転居（引越し）をした

異性と会うのが怖くなった

外出するのが怖くなった

夜、眠れなくなった

心身に不調をきたした

自分が価値のない存在になったと感じた

その他

特にない

無回答

総数 n=65人

M.T=178.5％

女性 n=61人

M.T=175.4％

男性 n=2人

M.T=150.0％

（４）生活上の変化 

異性から無理やりに性交されたことがあった人（65人）に、その被害による生活上の変化を聞き、

何らかの変化があったと回答した人を「生活上の変化あり」としてまとめた。全体で『生活上の変

化があった』は、89.2％となっている。（図 6-4-1） 

問 32 あなたは、その被害によって、生活上の変化がありましたか。あてはまる番号すべてに○をつ

けてください。（○はいくつでも） 

図 6－4－1 異性から無理やりに性交された被害による生活上の変化の有無 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

生活上の変化の内容をみると、全体で「心身に不調をきたした」が 33.9％、次いで「異性と会う

のが怖くなった」が 26.2％、「夜、眠れなくなった」が 24.6％などとなっている。（図 6-4-2） 

図 6－4－2 異性から無理やりに性交された被害による生活上の変化（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

100.0 

88.5 

89.2 

-

9.8

9.2

-

1.6

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=  2人

女性 n=61人

総数 n=65人

生活上の変化があった 特にない 無回答
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-

3.1 

-

4.6 

18.5 

1.5 

67.7 

6.2 

1.6 

-

-

3.3 

-

4.9 

18.0 

1.6 

68.9 

4.9 

-

-

-

-

-

-

-

-

50.0 

50.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

警察

警察以外の公的な機関

民間の専門家や専門機関

（弁護士、カウンセラーなど）

医療関係者（医師、看護師など）

学校関係者（教員、養護教諭、

スクールカウンセラーなど）

家族や親戚

友人・知人

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった

無回答

総数 n=65人

M.T=103.1％

女性 n=61人

M.T=103.3％

男性 n=2人

M.T=100.0％

（５）被害の相談先 

異性から無理やりに性交されたことがあった人（65人）に、その被害について、誰かに打ち明け

たり、相談したりしたかを聞き、いずれかの相談先を回答した人の合計を『相談した』とまとめた。

全体で『相談した』が 26.2％で、「相談しなかった」が 67.7％となっている。（図 6-5-1） 

問 33 あなたはその被害について、だれかに打ち明けたり、相談したりしましたか。あてはまる番号

すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

図 6－5－1 異性から無理やりに性交された被害の相談の有無 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

 

相談先をみると、全体で「友人・知人に相談した」が 18.5％と最も多く、次いで「家族や親戚に

相談した」が 4.6％などとなっている。（図 6-5-2） 

図 6－5－2 異性から無理やりに性交された被害の相談先（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 

-

26.2

26.2

50.0

68.9

67.7

50.0

4.9

6.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 n=  2人

女性 n=61人

総数 n=65人

相談した 相談しなかった 無回答
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（６）相談しなかった理由 

異性から無理やりに性交された被害について、「どこ（だれ）にも相談しなかった」という人（44 

人）に、相談しなかった理由を聞いたところ、全体で「恥ずかしくてだれにも言えなかったから」

が 54.6％と最も多く、次いで「自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったか

ら」が 43.2％、「相談してもむだだと思ったから」が 31.8％などとなっている。（図 6-6-1） 

 

問 34 どこ（だれ）にも相談しなかったのは、なぜですか。あてはまる番号すべてに○をつけてくだ

さい。（○はいくつでも） 

図 6－6－1 相談しなかった理由（複数回答） 

*総数には性別について無回答の人も含む。 
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13.6 

25.0 

22.7 

15.9 

9.1 

6.8 

-

11.9 
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28.6 
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4.8 

7.1 

42.9 

7.1 

11.9 

14.3 

23.8 

21.4 

14.3 

9.5 

4.8 
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100.0 

-

-

-

-
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-
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-
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-

100.0 

-

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どこ（だれ）に相談してよいのかわからなかったから

恥ずかしくてだれにも言えなかったから

相談してもむだだと思ったから

相手の仕返しが怖かったから

加害者に「誰にも言うな」とおどされたから

相談相手の言動で不快な思いをさせられると思ったから

自分さえがまんすればなんとかこのまま

やっていけると思ったから

世間体が悪いと思ったから

他人を巻き込みたくなかったから

他人に知られるとこれまでどおりの

つき合いができなくなるから

そのことについて思い出したくなかったから

自分にも悪いところがあると思ったから

相手の行為は愛情の表現だと思ったから

相談するほどのことではないと思ったから

その他

無回答

総数 n=44人

M.T=272.7％

女性 n=42人

M.T=266.7％

男性 n=1人

M.T=200.0％
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63.9 

60.8 

22.3 

44.3 

69.8 

34.8 

47.5 

59.8 

39.5 

4.2 

1.8 

3.4 

64.9 

60.3 

20.2 

42.6 

72.3 

36.4 

50.9 

59.4 

42.4 

3.4 

1.2 

4.3 

63.2 

61.9 

25.3 

48.0 

67.2 

31.7 

42.4 

61.1 

35.7 

4.8 

2.4 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭で保護者が子どもに暴力防止の教育を行う

学校・大学で生徒・学生に暴力防止の教育を行う

地域で暴力を防止するための研修会等を行う

メディアを活用して、広報・啓発活動を行う

被害者が早期に相談できる相談窓口を増やす

被害者を発見しやすい警察や

医療関係者などに研修や啓発を行う

暴力を繰り返さないための

教育を行う研修や啓発を行う

加害者への罰則を強化する

暴力を助長するおそれのある情報を取り締まる

その他

特にない

無回答

総数 n=961人

M.T=452.0％

女性 n=564人

M.T=458.2％

男性 n=375人

M.T=445.9％

７ 男女間の暴力を防止するために必要な対策・体制 

（１）男女間の暴力を防止するために必要なこと 

男女間における暴力を防止するために必要だと考えることを聞いたところ、全体で「被害者が早

期に相談できるよう、身近な相談窓口を増やす」が 69.8％と最も多く、「家庭で保護者が子どもに

対し、暴力を防止するための教育を行う」が 63.9％、「学校・大学で生徒・学生に対し、暴力を防

止するための教育を行う」が 60.8％などとなっている。（図 7-1-1） 

 

問 35 男女間における暴力を防止するためには、どのようなことが必要だと考えますか。あてはまる

番号すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

図 7－1－1 男女間における暴力を防止するために必要なこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*総数には性別について無回答の人も含む。 
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（２）被害者が相談しやすくするために必要なこと 

被害者が相談しやすくするために必要だと考えることを聞いたところ、全体で「被害者が相談す

る場所等について、安全やプライバシーが確保されるように配慮する」が 75.4％と最も多く、「被

害者にとって身近な相談窓口を増やす」が 62.0％、「相談窓口や支援の内容について、もっと積極

的に広報を行う」が 57.5％、「被害者や子どもを保護してくれる施設を増やす」が 52.2％などとな

っている。（図 7-2-1） 

 

問 36 被害者が相談しやすくするためには、どのようなことが必要だと考えますか。あてはまる番号

すべてに○をつけてください。（○はいくつでも） 

図 7－2－1 被害者が相談しやすくするために必要なこと（複数回答） 

*総数には性別について無回答の人も含む。 
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46.9 

46.3 

45.2 

20.7 

52.2 

2.5 

1.4 

4.7 

55.0 

78.2 

61.9 

49.5 

49.1 

45.6 

21.8 

55.7 

1.6 

1.2 

5.3 

62.9 

71.7 

63.7 

43.7 

42.7 

45.6 

20.0 

47.7 

3.7 

1.3 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談窓口等について、もっと積極的に広報を行う

相談する場所等について、安全やプライバシーに配慮する

被害者にとって身近な相談窓口を増やす

夜間や休日の緊急対応を充実させる

法律や医療の専門相談を受けられるようにする

相談窓口等が連携し様々な手続を一括で行えるようにする

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰや手話、外国語による相談

など様々な相談環境を整備する

被害者や子どもを保護してくれる施設を増やす

その他

特にない

無回答

総数 n=961人

M.T=414.9％

女性 n=564人

M.T=424.8％

男性 n=375人

M.T=406.1％



 

 

 


